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緑・市民自治こがねい会派ニュース

片山かおるの一般質問

日曜議会

野川とはけの自然を守ってきた
市民活動を学びなおそう！

第4回定例会
（12月議会）が
始まりました

＊日曜議会（12/4 PM13:45ごろより）

小金井市議会では年一回、平日の議会を傍聴できない人にも議会に来てもらおうと、日曜議会を開
催しています。アンケートも設置しているので、ぜひご意見や感想をご記入ください。
昨年は施政方針への質疑でしたが、今回は一般質問です。23人の議員が通告。ひとり15分間の質
疑となりました。

10月から11月にかけて、はけの自然と文化を守る会企画「市民が
つくる自主講座」で、野川とはけの自然を守ってきた市民活動や野
川の自然の豊かさを改めて学びました。また、東経大で開催され
た「はけの学校」企画『崖線（はけ）の新時代』シンポジウムでは、行
政や開発業者の視点、考古学やまちづくりの観点から、はけと野川
に関する考察が展開されました。
都市計画道路問題が起きて、初めて野川やはけの歴史や文化に興
味を持った方も多いのではないでしょうか。
小金井の貴重な緑と文化の財産である、野川やはけ（国分寺崖線）
の市民参加での自然保全の歴史を学び直し、市民共有の財産とし
て認識し、都市計画道路問題への対応に活用しましょう。
 
◆質問◆
1) 野川やはけの貴重な自然が保全されている現在の姿は、市民が
声をあげ続けてきた歴史の成果である。市は市民参加、市民発案
の自然保全について、どのように把握しているのか。
2) 環境配慮住宅型研修施設や、公民館の講座などと連携して、市
民と協働しながら市が主催する講座やシンポジウムなどを開催し、
全市的、全都的に、野川とはけの魅力を発信していかないか。
3) 野川やはけの自然保全のための条例や計画を、市民参加で策
定すべきではないか。 

◆答弁◆　
環境部長からは市民活動の歴史や冊子の作成については研究し
たい、という答弁。市長からも検討するといった答弁がありました。

庁舎建設予定地の地歴調査や測量の
予算が提案されました
（12/15[木]予算特別委員会）

全体で7億7500万円の補正。
庁舎建設に対する市長方針が示されないまま、建設予定地の地歴
調査194万円、測量費用125万4000円などが来年度にまたぐ予算
として計上。本来は一刻も早く市長方針を出して、議会や市民と共
に計画策定すべきです。第2庁舎は相続により賃貸人が変わり、今
後、契約更新も控えています。早急に建設計画を立てるべきです。
福祉会館解体費1億7236万円、学校施設の管理を警備会社などに
委託する1500万円も来年度にまたぐ債務負担行為として提案され
ています。
貫井北町にできる認知症グループホームの開設準備補助金1676
万円、その隣にできる、ぬくいきた市民農園243万、3月の市議選
の際マロンホールに2日間設置する期日前投票所576万。厚生文
教委員会にまったく報告がないまま、学校事務の共同化に関する
予算が計上されています。
 

緑・市民自治こがねい　
市政オープンミーティング
12月議会の議案を検討します。その他にも市政について気
になること、話し合いましょう。
日時：12月11日（日）14:00から16:00
場所：市民交流スペース　カエルハウス
主催：緑・市民自治こがねい　片山かおる、坂井えつ子



片山かおるの一般質問
平日・残時間（12/7[水] PM13：15ごろより）

1 義務教育なのに、なぜお金がかかるのか。保護者負担の実

態調査と就学援助の必要性を問う。

１） 制服代の各校比較をするべきではないか。今の時代にあっ

た制服リサイクルの仕組みを。新しくデザインを変える時の販

売店等関係者の負担はどのようなものか。

２）給食費の値上げの根拠と必要性はなにか。値上げ分は就学

援助での給食費負担で相殺されるのではないか。

３）就学援助の認定倍率引き下げによる影響を詳細に調査すべ

きではないか。

 

2 文書の保存年限について。保育料値上げの際に、15年前の

値上げの際の市民説明会等の資料請求をしたところ、議会

が請求した資料しか残っておらず、行政では保存されていない

ことがわかった。市民が参画した政策決定の過程や、議事録、

資料はどのような取り扱いか。今後、市民参画を補助する公文

書としてどのようにアーカイブし、次の世代への貴重な資料と

して引き継いでいくのか。

１）文書保存の規程について。政策決定の過程は、わかりやすく

記録し保存していくべきではないか。

２）電子データ化の検討について。

３）図書館や情報公開コーナー、議会図書室との今後の連携に

ついて。

二枚橋焼却場跡地の利用は
どうなる？
〜資源循環型社会推進調査特別委員会（12/19［月］）

二枚橋焼却場跡地に、可燃ごみ以外のごみを再資源化のため処

理する施設を新設する方針が、新聞で報道されました。12/5に

は第一回目の清掃関連施設整備基本計画検討会議が開かれま

す。ジャノメ跡地での庁舎建設とリサイクル事業所や缶・古紙

の処理施設の移転、中間処理場の更新は大きく関係する問題で

す。不燃ごみが増えているという報告もあります。ごみの収集に

ついても議論となるでしょう。

1966年生まれ。総務企画委員、資源循環型社会推進調査特別委員、議会運
営委員。市民グループ「市民自治こがねい」共同代表、片山かおるといっしょ
にかえる小金井の会、放射能問題に取り組む親たちと共に活動中。全国フェ
ミニスト議員連盟、市民自治をめざす三多摩議員ネット、緑の党、「原発事故
子ども・被災者支援法」推進自治体議員連盟、「なくそう！子どもの貧困」全国
ネットワークなどにも参加。

片山かおるプロフィール

緑・市民自治こがねい会派ニュース

だれも路頭に迷わせないで！
〜「原発事故避難者の住宅支援の継続・延期について
早急な対応を求める」意見書を提案

 

原発事故避難者への住宅支援が来年3月で打ち切り・縮小されま

す。このままでは多くの避難者が住む場所を失いかねません。

北海道や山形県では独自に延長の支援策を打ち出しました。福

島県が国に支援延長を要請しない中、避難者の住む各自治体

での支援策が求められます。東京都にはもっとも多くの避難者

がいます。東京都民が使っている東京電力の原発が起こした過

酷人災事故です。都が率先して支援策を打ち出すべきです。国

は、避難指示解除を進め強制避難者も区域外避難者にして、支

援を打ち切ろうとしています。原子力緊急事態宣言はまだ解除

されていないのに、帰還を進めるのは矛盾しています。

◇片山かおる　連絡先◇
小金井市中町4-17-11　TEL:042-316-1511

http://katayamakaoru.net/　office@katayamakaoru.net
ツイッター、フェイスブックは「片山かおる」で検索

●ご意見、ご感想をお寄せください

12/1（木）	 本会議　初日
12/2（金）	 本会議
12/4（日）	 日曜議会　一般質問　片山の質問は13:45ごろ、
	 坂井の質問は16:30ごろ予定
12/6（火）	 一般質問
12/7（水）	 一般質問　片山の質問は13:15ごろ予定
12/8（木）	 一般質問　坂井の質問は14:00ごろ予定
12/9（金）	 議会運営委員会
12/12（月）	厚生文教委員会
12/13（火）	建設環境委員会
12/14（水）	総務企画委員会
12/15（木）	予算特別委員会
12/16（金）	行財政改革調査特別委員会
12/19（月）	資源循環型社会推進調査特別委員会
12/20（火）	予備日
12/21（水）	整理日
12/22（木）	本会議　最終日　13:00より
※すべて基本的には10:00開始。
問い合わせは議会事務局（042-387-9947）まで。

議会日程


